
その他の異常

【走行しない】

走行しない

ゴムクロラーの状態を確認

切れ 伸び 外れを確認

→組立基準書抜粋版のゴムクロラー

調整要領を参考にして張り等の

Ｖベルトテンションの確認

・テンションスプリングの折れや外れがないか？

・テンションプーリーは正常か？

・テンションｱｰﾑなどの曲がりがないか？

・テンションアームのガタが大きくないか？

→ 各機種組立基準書抜粋版の

テンションスプリング組み付け要領を確認

して下さい。

駐車ブレーキが「入り」になっていないか？ レバーの位置を確認し対応

主変速レバー等のロッドやワイヤーの

不良がないか？

・ワイヤーの連結部位が外れていないか？

・エルボー等が外れていないか？

ＨＳＴの不調
オイルの減りや汚れはないか？ 
ＨＳＴ寿命（走行側で除雪作業を行っていなかったか？） 
→調査/場合により交換 

シュート雪詰まり

エンジン停止させ、棒で取り除く

シャーボルトの確認 切れている場合には交換

ブロワー回転用のベルトを確認 切れ スリップ等が発生していないかを確認。

→ベルト交換と合わせて 各機種組立基準書 
抜粋版のテンションスプリング組み付け要領 
を確認してテンション調整を行う様にして下さい。 

その他の異常

【除雪できない】

除雪できない

ブロワー オーガが回転しているか？

クラッチ等の動作状態及び

電気的な問題がないかを確認する

走行速度が早すぎる
雪質・除雪深さにあった速度で

作業する。

電磁クラッチの異常

（搭載機種のみ）
不良の場合には交換



その他の異常

【ベルトがすぐ切れる】

高回転中にクラッチを入れる作業を

していないか？
低～中回転時にクラッチを入れる

テンションプーリー張りすぎ

テンションプーリーの芯ズレ

ベルト切れ

①確認し、ずれている場合には調整を行う。

②テンションアームのガタが発生している

場合には交換を行う。

各ベルトのテンション用スプリングが調整値に

なっているかを確認する。

→各機種組立基準書抜粋版でテンションスプリング 
の調整寸法を確認してテンション調整を行う様 
にして下さい。 




